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　　　　　　　　彩の国音楽キヤラバン

　6月29日（土）、彩の国芸術劇場の音楽キャラバン隊が総合文化会館ピピアホー

ルにおいてコンサートを行いました。子供から大人まで約760人の観客は、オ

ペラ歌手の吉武まつ子さん達の熱のこもった演奏に熱心に聞き入り、約2時間

30分のコンサートを楽しみました。
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昨年の基本健康診査（問診）

　
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
の
成

人
病
は
、
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

状
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
確
実

に
進
行
し
て
い
き
、
気
が
つ
い
た
と
き

に
は
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
も
決
し
て
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
成
人
病
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
定
期
的
に
健
康

診
査
を
受
け
、
異
常
を
早
期
に
発
見
し

治
療
し
た
り
、
あ
る
い
は
日
常
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
四
十
歳
以
上
の
住

民
を
対
象
に
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め

食叡幡『
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に
、
年
一
回
基
本
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

内
容
も
さ
ら
に
充
実

　
今
年
の
健
康
診
査
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
内
容
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
検
尿
（
た
ん
臼
・
糖
・
潜
血
）
、
身

体
測
定
（
身
長
・
体
重
）
、
間
診
（
既

往
歴
・
家
族
歴
な
ど
）
、
心
電
図
検
査
、

血
液
検
査
（
肝
機
能
・
腎
機
能
・
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
・
血

糖
）
、
医
師
の
指
示
に
よ
る
眼
底
検
査
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

　
今
ま
で
医
師
の
指
示
の
あ
る
人
の
み
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基本健康診査日程表

会場　保健セン

実
施
し
て
い
た
血
糖
検
査
は
、
全
員
実

施
と
な
り
、
さ
ら
に
内
容
も
充
実
し
て

き
ま
し
た
。

今
年
度
の
日
程
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
、
八
月
二
十
日
か
ら
八
月

二
十
八
日
ま
で
の
七
日
間
（
土
・
日
は

除
く
）
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
同
様
町
の
行
政
バ
ス
な
ど

で
も
送
迎
を
行
い
ま
す
。
　
（
運
行
コ
ー

ス
・
時
間
は
個
人
通
知
の
受
診
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

月　日 対象地区名

8月20日（彌 三本・上新田

8月2田㈱
成沢（上・下）

中央2・3丁目

8月22日㈱
上押切・下押切

樋春北・樋春南

8月23日働
御正新田（上・下）

野原

8月26日（月〉 塩・板井

8月27日㈹ 小江川

8月28日㈱
須賀広・パークシティ

柴・千代・中央璽丁目



昼
食
を
と
ら
ず
に

　
　
　
受
け
ま
し
よ
う

　
正
確
な
健
診
結
果
を
得
る
た
め
に
は
、

正
し
い
検
査
方
法
で
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
特
に
血
液
検
査
の
中
で
も
、

中
性
脂
肪
や
血
糖
は
食
事
を
と
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
数
値
が
上
昇
し
や
す
い
な

ど
一
般
的
に
食
事
の
影
響
を
受
け
や
す

い
た
め
、
当
日
の
昼
食
は
で
き
る
だ
け

と
ら
ず
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
お
茶
・
水

な
ど
は
飲
ん
で
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま

せ
ん
。

　
会
場
に
は
、
お
茶
・
麦
茶
を
用
意
し

て
お
き
ま
す
の
で
、
お
に
ぎ
り
な
ど
を

持
参
し
、
健
診
後
め
し
上
が
っ
て
い
た

だ
く
の
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
診
前
日
は
い
つ
も
よ
り
早

め
に
寝
る
な
ど
睡
眠
時
間
を
十
分
と
る

よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

当
日
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
で
健

診
に
の
．
　
　
し
ょ
・
。

高
脂
血
症
を

　
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
の
脂
肪
分

（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
）
が

多
く
な
る
病
気
で
、
多
す
ぎ
る
と
動
脈

硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
高
血
圧
や
脳
梗

塞
・
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
の
値
を
正
常
範
囲
内
に
保
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
な
お
昨
年
度
は
、
受
診
者
の
半
数
強

の
人
が
高
脂
血
症
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
常
生
活
の
注
意
点

①
腹
八
分
目
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
動
物
性
の
油
よ
り
植
物
性
の
油
を
と

　
り
ま
し
ょ
う
。

③
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
を
と

　
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

④
魚
（
特
に
背
中
が
青
い
、
さ
ば
・
い

　
わ
し
・
さ
ん
ま
な
ど
）
を
食
べ
て
、

　
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
H
D
L
）

　
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
と
り
ま
し
ょ

　
う
。
（
た
と
え
ば
豆
類
や
肉
類
な
ど
）

⑥
食
物
繊
維
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑦
砂
糖
の
と
り
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
運
動
は
長
期
的
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

一コレステロールの多い食品
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健
康
づ
く
り
事
業
に

　
　
　
　
　
　
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
現
在
、
健
康
な
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
、
健
康
づ
く
り

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、

会
場
い
っ
ぱ
い
笑
い
に
あ
ふ
れ
た
健
康

づ
く
り
講
演
会
、
モ
デ
ル
地
区
（
須
賀

広
）
で
の
運
動
や
調
理
講
習
会
、
ソ
フ

ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
八
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
は
、
　
一
人
で
は
ど
う
し

て
も
お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
η
で
も
、

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
仲
間
が
で

き
ま
す
。
健
康
診
査
を
受
け
る
だ
け
で

な
／
＼
よ
り
健
康
な
体
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
も
、
仲
間
の
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
楽
し
く
、
健
康
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
タ
ス
に
つ
い

て
は
、
現
在
会
員
を
募
集
中
で
す
。
保

健
衛
生
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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第
三
日
目

ラ
イ
ン
川
視
察
5
八
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
内
視
察

岡先

β立
口崎

洋

子

レ
イ
子

（4）

　
午
前
九
時
、
マ
イ
ン
ツ
の
ホ
テ
ル
を

出
発
、
今
日
の
予
定
は
ラ
イ
ン
観
光
と

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
内
視
察
で
す
。
マ

イ
ン
ツ
か
ら
の
高
速
道
路
を
抜
け
て
、

ラ
イ
ン
川
沿
い
に
、
国
道
を
専
用
バ
ス

で
走
り
ま
す
。
ラ
イ
ン
観
光
の
ベ
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
は
四
月
か
ら
十
月
頃
ま
で
で

す
が
、
伝
説
と
歴
史
に
彩
ら
れ
た
古
城

や
岩
山
、
ぶ
ど
う
畑
な
ど
の
名
勝
地
が

点
在
す
る
ラ
イ
ン
流
域
は
、
冬
で
も
十

分
楽
し
め
ま
し
た
。

　
丘
陵
一
面
に
広
が
る
ぶ
ど
う
畑
、
小

高
い
丘
に
は
古
城
、
川
岸
に
は
ポ
プ
ラ

並
木
に
木
組
み
の
家
が
見
え
る
景
観
の

す
ば
ら
し
さ
に
、
写
真
を
撮
る
の
を
忘

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
、
絵
の
よ
う
な
風

景
が
次
々
と
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

木
組
み
の
家
は
屋
根
の
色
や
形
、
窓
の

大
き
さ
ま
で
同
じ
よ
う
に
作
ら
れ
、
風

景
に
う
ま
く
溶
け
こ
ん
だ
建
物
が
、
こ

の
ラ
イ
ン
川
を
一
層
美
し
く
見
せ
て
い

る
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ラ
イ
ン
川
が
大
き
く
蛇
行
し
た
と
こ

ろ
に
、
有
名
な
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
岩
が
見

え
ま
す
。
こ
こ
が
ラ
イ
ン
川
随
一
の
難

所
で
船
の
遭
難
が
絶
え
な
い
と
こ
ろ
か

ら
、
妖
し
い
歌
で
人
を
川
の
中
に
誘
い

込
む
魔
性
の
少
女
の
伝
説
が
生
ま
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
ン
川
に
は
、
景
観
を
保
存
す
る

た
め
橋
が
な
く
、
対
岸
に
行
く
に
は
渡

し
舟
を
使
い
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
船
着

場
が
あ
り
、
車
で
も
ト
ラ
ッ
ク
で
も
運

ん
で
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
川
は
物
資
の

輸
送
路
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、
鉄
鉱

石
や
重
油
、
建
築
資
材
か
ら
化
学
薬
品

な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
が
運
ば
れ

て
い
ま
す
。
ラ
イ
ン
川
に
は
、
モ
ー
ゼ

ル
、
マ
イ
ン
、
ネ
ッ
カ
ー
と
大
き
い
三

つ
の
支
流
が
あ
り
、
そ
の
内
の
一
つ
で

あ
る
ネ
ッ
カ
i
川
を
渡
り
、
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
市
内
へ
入
り
ま
し
た
。
昼
食
は
、

中
華
料
理
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
ご
は

ん
に
皆
さ
ん
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　
こ
の
市
の
シ
ン
ボ
ル
、
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
城
は
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。

城
門
か
ら
中
に
入
る
と
、
そ
こ
は
も
う

中
世
の
世
界
、
十
四
世
紀
か
ら
十
七
世

紀
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
、
ゴ
シ
ッ
ク

か
ら
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ま
で
の
建
築
様
式

が
並
び
、
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
、
当
時
の

王
候
貴
族
の
像
が
彫
ら
れ
、
地
下
室
に

は
世
界
最
大
の
ワ
イ
ン
の
大
樽
が
置
か

れ
、
余
り
の
大
き
さ
に
皆
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
天
気
は
良
い
も
の
の
風
の
冷

た
さ
に
、
ガ
イ
ド
の
説
明
も
良
く
耳
に

入
ら
ず
、
震
え
な
が
ら
城
を
後
に
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
市
内
の
視
察
に
行
き
ま
し

た
。　

こ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
は
、
人
口

約
十
三
万
人
、
そ
の
内
学
生
は
約
二
万

七
千
人
、
ド
イ
ツ
最
古
の
大
学
が
あ
り
、

ま
た
、
多
く
の
芸
術
家
た
ち
に
愛
さ
れ

て
き
た
街
で
も
あ
り
ま
す
。
石
畳
は
良

く
整
備
さ
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
大
学

関
係
の
施
設
や
建
物
が
あ
る
ほ
か
、
当

時
の
学
生
が
規
則
を
破
っ
て
入
れ
ら
れ

た
学
生
牢
や
学
生
の
居
酒
屋
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
日
本
と
違
い
、
地
震
が
な
い
こ
と
か

ら
、
古
い
建
物
が
今
で
も
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
街
を
ひ
と

ま
わ
り
し
た
後
、
対
岸
よ
り
ネ
ッ
カ
ー

川
に
架
か
る
最
古
の
橋
（
カ
ー
ル
テ
オ

ド
ー
ル
橋
）
と
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
城
を

眺
め
な
が
ら
、
今
夜
の
宿
泊
先
に
向
か

い
ま
し
た
。

　
今
日
は
、
ド
イ
ツ
の
名
所
や
遺
跡
を

巡
る
視
察
で
し
た
が
、
古
き
良
き
物
を

大
切
に
守
り
通
し
て
い
る
国
民
性
に
深

く
感
激
し
た
一
日
で
し
た
。

』
麟
ー
「

概峰磯う

・ズ7一



　
か
ね
て
よ
り
江
南
町
の
市
街
化
区
域

の
面
整
備
と
し
て
、
土
地
区
画
整
理
事

業
を
計
画
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
組
合
の
設
立
準
備
に
入
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
当
初
三
十
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
計
画
面
積
で
し
た
が
、
二
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
先
行
し
て
事
業
化
し
、

そ
れ
以
外
も
地
域
が
ま
と
ま
り
次
第
整

備
を
し
て
い
く
方
針
で
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
建
設
省
よ
り
基
本
計
画
の

承
認
を
得
る
た
め
、
各
関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
、
区
域
の
公
告
を
し
て
同
意

書
の
と
り
ま
と
め
に
入
る
予
定
で
す
。

認
可
を
得
る
に
は
、
土
地
区
画
整
理
法

で
す
と
地
権
者
と
借
地
権
者
数
及
び
面

積
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
同
意
書
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
た
後
、

埼
玉
県
知
事
あ
て
に
認
可
申
請
を
行
い
、

認
可
後
、
組
合
設
立
の
は
こ
び
と
な
り

ま
す
。

　
組
合
が
で
き
ま
す
と
、
土
地
評
価
・
街

区
確
定
測
量
・
路
線
測
量
を
行
い
、
換

地
設
計
を
組
ん
で
仮
換
地
の
作
業
に
入

っ
て
い
き
ま
す
。
仮
換
地
が
指
定
さ
れ
、

ま
と
ま
り
次
第
建
物
移
転
と
工
事
に
な

り
ま
す
。

o
事
業
費

　
総
額
で
三
十
六
億
円
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
と
町

費
及
び
保
留
地
処
分
金
で
賄
い
ま
す
。

o
減
歩
率

　
平
均
の
減
歩
率
は
二
十
三
パ
ー
セ
ン

ト
台
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
五
十
坪

以
上
の
人
が
減
歩
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

五
十
坪
か
ら
百
坪
ま
で
は
緩
和
さ
れ
ま

す
。
減
歩
さ
れ
た
土
地
は
、
基
本
的
に

道
路
や
公
園
、
調
整
池
の
用
地
に
あ
て

た
り
保
留
地
と
し
て
売
却
し
事
業
費
に

あ
て
ま
す
。

o
組
合
の
発
起

　
地
区
内
の
土
地
の
所
有
者
及
び
借
地

権
者
の
う
ち
、
七
人
以
上
が
発
起
人
と

　
な
り
、
定
款
と
事
業
計
画
を
定
め
て
知

　
事
の
認
可
を
受
け
て
発
起
し
ま
す
。

　
　
今
後
と
も
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

　
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
●

消
防
職
員
募
集

o
試
験
の
日
時
・
場
所

第
一
次
試
験

　
　
平
成
八
年
九
月
二
十
二
日
（
日
）

　
　
・
二
十
三
日
（
月
V

　
　
午
前
八
時
三
十
分

　
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
・
市
立
大
幡

　
　
中
学
校

o
採
用
職
種

　
男
子
消
防
吏
員
，
若
干
名

o
受
験
資
格

　
一
、
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
市
町

　
　
村
（
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、
江
南
町
、

　
　
大
里
村
）
に
居
住
す
る
人

　
二
、
次
の
学
歴
・
年
齢
に
該
当
す
る

　
　
人

　
　
①
高
校
卒

　
　
　
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
以
降
に

　
　
　
生
ま
れ
た
人

　
　
②
短
大
卒

　
　
　
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
以
降

　
　
　
に
生
ま
れ
た
人

　
　
③
大
学
卒

　
　
　
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
以
降

　
　
　
に
生
ま
れ
た
入

　
　
　
学
歴
に
つ
い
て
は
、
卒
業
・
卒

　
　
　
業
見
込
み
の
入
と
し
ま
す
。

　
三
、
消
防
活
動
に
耐
え
ら
れ
る
体
力

　
　
を
有
す
る
人

　
四
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

　
　
人

　
　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

　
　
②
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

　
　
③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　
　
　
そ
の
執
行
を
終
え
る
ま
で
、
ま

　
　
　
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

　
　
　
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

　
　
④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

　
　
　
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は

　
　
　
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

　
　
　
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

　
　
　
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

　
　
　
し
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

o
受
験
申
込
書
の
交
付

　
　
受
験
申
込
用
紙
は
、
熊
谷
地
区
消

　
防
本
部
総
務
課
、
各
消
防
署
、
分
署

　
お
よ
ぴ
町
村
役
場
で
八
月
一
日
（
木
）

　
か
ら
交
付
し
ま
す
。

o
受
験
申
込
書
の
受
付

　
　
八
月
十
二
日
（
月
）
か
ら
八
月
三

　
十
↓
日
（
金
）
ま
で
（
土
、
日
は
除

　
く
）

◎
こ
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
熊
谷
地
区
消
防
本
部
総
務

課
（
實
二
一
ー
四
四
四
四
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

　　　8用は通商産業省主鳴の

電気使用安全月間℃す
　轡盤工随軌の電気鍵ひとくちメモ轡

調査を受けましょう．

当協会は4年に1回、榮京
電力（株）の委託を受けて、

電気の安全調査にあ伺いし

ております。

∩
U
。

渦

ウ
　
　
動

（
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吃
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’
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9
　
ρ
．

　
　
、
、

轡頴関東電気保安協会

（5）



卜＝ツワ講

　　合同講演会
　7月13日（土〉、総合文化会館ピピァにお

いて、社会を明るくする運動・健全育成

町民会議合同による合同講演会が行われ

ました。

　講師にテレビ寺小屋などで活躍中の吉

岡たすく先生が“教育よもやまばなし”

「私のみた子どもの世界」と題して講演

を行いました。428名が集まったこの講

演会は、大変盛況でした。

　　　　　北小で楽しく田植え

　　　7月4日伽、北小学校の3～5年生が
　　機械化組合の管理している田で田植えを

　　行いました。

　　　この行事は毎年学校行事の一環として

　　行われ、機械化組合のみなさんや先生に

　　　おしえてもらいながら、楽しく田植えを

　　行いました。

　　　秋にはたくさんの穂がついているとい

●いですね・
，R卜、、　　難

鑑盟蟷麟醗灘

↓
o
騒
o
o

8月の当番1日 指定工事店名 電話番号

2　・　7　・　12　●　17　●22　●27 ㈲笠原設備工業所 36－3662

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲松　本　設　備 36－5177

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

5　●　10　・　15　●20　●25　●30 ㈱光　栄　建　設 36－1052

1　●　6　●11●16●21・26●31 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。



トビリウス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

彩の国ふるさとめぐり

　熊谷県民センター主催による彩の国ふ

るさとめぐりが、7月16日（火）に行われま

した。

　このふるさとめぐりはバスで県の施設

を見学し、県政への理解と関心を高める

とともに、見学した施設や県政に対する

意見・要望を聴き、県政の運営に役立た

せるというもので、参加者35名は県立博

物館（大宮市）、県立平和資料館（東松

山市）を見学しました。

φ
O
猛
o
↑

彩の国
スクールロード交通安全大里大会

　一人ひとりの交通安全意識の高揚と学

校・家庭・地域の連携・協力を図り、地

域ぐるみの交通事故防止活動を推進する

という趣旨で、7月10日伽にピピアにお

いて400名を超える参加者のもと、彩の

国スクールロード大里大会が行われまし
た。

　熊谷警察の交通安全講話の後、小学校

通学路交通安全対策事業の実践発表があ

り、江南南小P　TAの取り組みは参加者

の高い関心を集めました。

籔
、
欝
灘
鞭
鱒

日本語教室開催
　国際交流が大きな話題となっている現

在、江南町に暮らしている外国人を対象

に、K　I　F　C（江南インターナショナル

●フレンドシップ・クラブ）と町の共催

による「やさしい日本語教室」を去る7

月7日（日）に行いました。

　当日は、17名の外国人が参加し、七夕

ということでたんざくにそれぞれの願い

事を書き竹笹に飾りお祈りをしたほか、

日本人との交流会を行いました。
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い
よ
い
よ
夏
が
や
っ
て
き
て
、
水
遊

び
が
楽
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
子

供
は
水
遊
び
が
大
好
き
。
お
母
さ
ん
も

子
供
の
頃
に
か
え
っ
た
つ
も
り
で
、
子

供
と
水
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
で
遊
ぽ
う

　
庭
な
ど
に
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
を
出
し

て
水
遊
び
。
入
れ
た
て
の
水
は
冷
た
す

ぎ
る
の
で
三
十
分
ぐ
ら
い
ひ
な
た
に
お

き
ま
し
ょ
う
。
水
の
量
は
子
供
が
座
っ

た
時
の
腰
の
高
さ
ぐ
ら
い
ま
で
入
れ
る

と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
の
中
で
手
足
を
パ

チ
ャ
パ
チ
ャ
し
た
り
、
お
母
さ
ん
と
水

の
か
け
あ
い
っ
こ
を
し
た
り
、
自
由
に

遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
ど
ん
な

に
水
が
浅
く
て
も
そ
ば
を
離
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
水
深
十
セ
ン
チ
で
も
お
ぽ

れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

●
い
ろ
ん
な
容
器
の
水
鉄
砲

・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
の
容
器
の
ふ
た
に

穴
を
あ
け
、
水
鉄
砲
や
シ
ャ
ワ
ー
を
作

う

り
ま
す
。

・
水
に
な
れ
て
き
た
ら
シ
ャ
ワ
ー
の
よ

う
に
頭
に
か
け
て
み
た
り
、
お
互
い
に

か
け
あ
う
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

●
川
へ
海
へ
出
か
け
よ
う

・
夏
の
砂
浜
や
河
原
は
熱
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
や
く
つ
を
用

意
し
て
、
砂
浜
を
歩
か
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
帽
子
も
忘
れ
ず
に
か
ぶ
せ
ま
し

ょ
う
Q

・
最
初
は
波
打
ち
ぎ
わ
で
遊
び
ま
し
ょ

う
。
波
が
足
先
ま
で
く
る
場
所
で
十
分
。

だ
ん
だ
ん
慣
ら
し
ま
し
ょ
う
。

・
慣
れ
て
き
て
海
に
入
る
と
き
は
お
母

さ
ん
に
抱
い
て
も
ら
っ
て
入
り
ま
す
。

浮
輪
を
使
っ
て
プ
カ
リ
プ
カ
リ
波
に
ゆ

れ
る
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

充
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
足

を
入
れ
る
形
の
も
の
は
、
ひ
っ
く
り
返

る
と
自
力
で
は
起
き
上
が
れ
ま
せ
ん
。

　
水
遊
ぴ
の
魅
力
は
、
子
供
を
解
放
的

な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
や
水
の

も
つ
感
触
に
よ
り
感
覚
的
な
快
感
や
満

足
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

　
水
遊
び
を
し
て
い
る
子
供
の
顔
が
、

キ
ラ
キ
ラ
輝
き
、
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
と
楽

し
い
声
が
今
に
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

す
ね
。

、、

“
レ亀

面

、

勢㌻苓ζ

“：黛”（・β

　ρ－’　＾σ’；応

　
さ
て
、
次
回
の
ゆ
う
ゆ
う
子
育
て
は
、

「
み
ん
な
で
遊
ぶ
」
で
す
。
子
供
の
友

達
づ
く
り
は
、
ま
ず
お
母
さ
ん
の
仲
間

づ
く
り
か
ら
…
…
Q

0
．
⑪
0
⑫
◎
O
O
O

　
六
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
五
日

間
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
が
町
民
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
三
十

六
名
は
、
初
心
者
か
ら
上
手
な
人
ま
で

指
導
者
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
人
た

ち
か
ら
熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し

た
。　

教
室
の
最
終
日
に
は
、
初
心
者
の
人

も
練
習
試
合
が
で
き
る
ま
で
に
上
達
し
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い
教

室
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
月
三
十
日
に
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
外
か
ら
も

多
く
の
参
加
が
あ
り
盛
大
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
男
子
A
の
部

優
　
勝
　
増
田
・
板
倉
（
妻
沼
町
）

　
準
優
勝
　
遠
藤
・
本
間
（
嵐
山
町
）

　
第
三
位
　
山
崎
・
飛
田
（
熊
谷
市
）

▼
一
般
男
子
B
の
部

優
勝
柿
沼
・
鈴
木
（
東
松
山
市
V

　
準
優
勝
　
小
林
・
竹
田
（
ゼ
ク
セ
ル
）

　
第
三
位
　
内
山
・
平
良
（
寄
居
町
）

▼
一
般
女
子
A
の
部

優
勝
伊
藤
・
神
田
（
東
松
山
市
）

　
準
優
勝
　
田
端
・
笠
原
（
吹
上
町
）

　
第
三
位
　
内
田
・
藤
野
（
嵐
山
町
）

第
四
位
　
関
口
・
宮
沢

▼
一
般
女
子
B
の
部

優
　
勝
　
浅
香
・
小
沢

準
優
勝
　
富
岡
・
関
口

　
第
三
位
　
内
田
・
沢
田

▼
一
般
女
子
C
の
部

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

（
江
南
町
）

（
熊
谷
市
）

（
江
南
町
）

（
嵐
山
町
）

鈴
木
・
岩
崎
（
東
松
山
市
）

縄
野
・
笠
水
上

　
　
　
　
　
（
東
松
山
市
）

神
田
・
金
井
（
熊
谷
市
V

柳
・
金
子
（
ゼ
リ
ア
）

　
六
月
十
一
日
火
曜
日
、
江
南
町
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
第
一
回
大
会
が
、

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ナ
イ
タ
ー
で
行
わ
れ
た
大
会
で
は
、

協
会
の
発
足
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
楽

し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
コ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

第第第第準優
六五四三優
位位位位勝勝

福持滝鎌平坂
島田田塚山田
佐

和昭よ義近保
子治り子　子

（
樋
春
南
V

（
樋
ノ
ロ
）

（
樋
ノ
ロ
）

（
樋
春
南
）

（
樋
春
南
）

（
樋
ノ
ロ
）

44　43　43　42　37　3

※
同
ス
コ
ア
の
場
合
は
、
年
齢
及
び
女

性
の
人
が
上
位
と
な
り
ま
す
。

（8）



　
　
と
見

　
　
さ

　
　
寿
発

気傑再
　
〆
・

　
「
宮
本
」
、

に
あ
り
ま
す
。

場
所
で
、

い
ま
す
。

地
名
は
語
る

『
宮

　
　
　
　
　
こ
の
地
名
は
押
切
地
内

　
　
　
　
　
　
現
在
は
荒
川
に
面
し
た

　
　
　
　
そ
の
本
流
が
背
後
に
流
れ
て

　
　
　
　
地
名
の
由
来
と
な
る
八
幡
若

宮
八
幡
社
に
接
し
て
い
ま
す
。
南
は
か

つ
て
の
秩
父
脇
往
還
と
伝
え
ら
れ
る
道

が
通
り
、
隣
接
す
る
頃
長
地
内
に
は
街

道
を
見
守
っ
た
道
祖
神
が
奉
ら
れ
ま
す
。

「
宮
本
」
は
文
字
通
り
宮
“
神
社
の
そ

ば
に
位
置
す
る
こ
と
が
地
名
の
由
来
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
モ
ト
は
本
・
元
と
も

書
き
表
わ
さ
れ
、
以
前
か
ら
あ
る
こ
と
、

フ
モ
ト
の
よ
う
に
下
手
の
方
向
に
接
し

て
い
る
様
子
を
い
う
、
な
ど
の
用
例
が

あ
り
ま
す
。
押
切
の
場
合
に
は
神
社
に

係
る
地
名
に
「
八
幡
裏
」
と
、
以
前
使

わ
れ
た
「
八
幡
耕
地
」
・
「
元
八
幡
」

な
ど
が
み
え
、
こ
れ
ら
の
関
係
も
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
ろ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
現
在
の
社

は
荒
川
の
洪
水
の
度
に
遷
座
を
繰
り
返

し
て
い
る
こ
と
も
、
由
緒
の
地
名
が
幾

つ
も
み
ら
れ
る
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
社
名
に
見
え
る
よ
う
に

元
々
の
八
幡
社
と
若
宮
八
幡
社
が
合
祀

さ
れ
一
つ
に
な
っ
た
事
実
も
、
社
の
来

歴
を
複
雑
に
し
て
い
ま
す
。
す
こ
し
八

幡
神
と
社
殿
の
移
り
変
わ
り
を
振
り
返

っ
て
み
ま
す
。

　
八
幡
神
は
古
代
九
州
宇
佐
地
方
に
根

を
張
っ
た
豪
族
の
氏
神
と
い
わ
れ
、
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
4

本
』
　
　
第

神
天
皇
を
主
神
に
、
そ
の
子
仁
徳
天
皇

を
若
宮
と
し
て
奉
る
、
い
わ
ば
地
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
ど

社
で
し
た
が
、
あ
ま
り
捗
り
の
み
え
ぬ

東
大
寺
大
仏
の
建
立
に
際
し
、
神
が
仏

教
を
擁
護
し
大
仏
を
鋳
造
す
る
旨
の
託

宣
を
行
い
時
の
政
権
に
功
献
し
ま
す
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
王
城
鎮
護
の

神
と
し
て
平
城
京
の
手
向
山
八
幡
に
、

平
安
京
の
石
清
水
八
幡
に
勧
請
さ
れ
、

仏
教
守
護
の
神
と
し
て
多
く
の
寺
々
で

も
祀
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
源
義
家
が

石
清
水
八
幡
で
元
服
し
た
こ
と
を
機
縁

に
源
氏
の
氏
神
と
し
て
尊
崇
さ
縫
菱

れ
、
広
く
武
家
の
守
護
神
と
な

り
ま
す
。
実
際
に
関
東
地
方
に

八
幡
神
が
広
く
祀
ら
れ
る
よ
う
一

に
な
っ
た
の
は
、
源
氏
が
勢
力

を
持
っ
た
後
で
あ
る
こ
と
が
多
講
鱗

戸
時
代
中
頃
に
は
現
在
の
荒
川
河
川
内
に

鎮
座
し
て
い
ま
し
た
が
、
度
々
の
洪
水
で

遷
座
を
繰
り
返
し
、
現
在
の
地
に
定
ま

り
ま
し
た
。
荒
川
に
変
っ
て
し
ま
っ
た

当
り
を
「
八
幡
面
」
、
仮
遷
座
し
た
場

所
を
「
元
八
幡
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
以
前
の
八
幡
社
が
所
在
し
た

場
所
は
不
明
で
す
が
、
や
は
り
洪
水
に

あ
い
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
代
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
あ

る
い
は
荒
川
の
流
路
が
江
南
町
側
へ
変

る
ま
で
は
安
穏
の
地
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
資
料
も
神
社
の

跡
地
も
流
失
し
て
し
ま
っ
た
今
と
な
っ

て
は
、
伝
承
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
籔
．
畷
，
欝
　
　
ー
ヘ
　
、
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
鰯
難
薫
薩
．
羅
、
、
’
糀
鋸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饅
鱗
籔
鞘
、
「
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
遜
輔
禰
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
號
羅
慧
灘
羅
蟻
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
、
篇
　
購
　
織
　
難

　　　　　　　　　　羅

　　　　　　　　　　
　　　　　　　騰，．譲瑳

灘

　
七
月
二
日
火
曜
日
、
江
南
町
ゴ
ル
フ

協
会
第
一
回
発
足
記
念
大
会
が
、
江
南

バ
ー
ド
レ
イ
ク
C
C
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

今
回
の
大
会
は
、
九
月
二
日
に
行
わ

れ
る
埼
玉
県
市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

の
予
選
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

参
加
し
た
人
の
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
印

象
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▼
男
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
田
・
ネ
ッ
ト
）

優
勝
篠
場
成
男
（
板
井
）

　
　
　
　
G
J
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
0
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
Q
O
　
　
　
　
　
●
　
“
乙

　
　
　
　
Ω
り
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
7

準
優
勝
　
岩
間
　
完
一
（
上
新
田
）

　
　
　
　
1
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
つ
O

　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
O
　
　
　
　
　
o
　
O

　
　
　
　
Q
ぜ
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
7

第
三
位
　
丸
子
　
　
茂
（
板
　
井
）

　
　
　
　
Q
ゾ
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
久
》
　
　
　
　
　
●
　
4

　
　
　
　
8
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
7

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

　
準
優
勝
　
牛
尾
　
昌
子
（
三
　
本
）

　
　
　
　
O
　
　
　
Q
ゾ
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
・
　
2
　
　
　
　
　
●
　
8

　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
8

第
三
位
　
富
岡
　
栄
子
（
板
　
井
）

　
　
　
　
9
θ
　
　
1
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1
　
　
　
　
　
・
　
0
乙
　
　
　
　
　
・
　
Q
O

　
　
　
　
　
1
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
8

▼
ベ
ス
グ
ロ
賞

　
男
子
　
萩
原
　
聖
一
　
（
成
　
沢
）
7
9

　
レ
デ
ィ
ー
ス
牛
尾
　
昌
子
　
（
三
　
本
）
㎜

※
今
回
の
大
会
の
使
用
テ
ィ
ー
は
男
子

バ
ッ
ク
テ
ィ
i
、
女
子
レ
ギ
ュ
ラ
ー
テ

ィ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
出
場
者

男
子
　
萩
原
　
聖
】

　
　
　
浅
見
　
悦
雄

　
　
　
関
口
　
秀
司

　
　
　
山
田
　
　
隆

　
　
　
中
島
　
一
夫

　
　
　
茨
木
　
久
義

レ
デ
ィ
支
牛
尾
　
昌
子

　
　
　
仲
　
ケ
イ
子

（
成
　
沢
）
7
9

（
中
　
央
）
8
1

（
中
央
）
8
6

（
板
　
井
）
8
7

（
御
正
新
田
）
8
8

（
板
　
井
）
8
8

（
三
本
）
㎜

（
中
央
）
㎜
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l　　　　　　　　　　l　優睾　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1　江南町体育協会　　1　勝
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

1　よりお知らせ　　i　lOO仲
ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l町体育協会では、体育功労者謬穿

1　・優秀選手の表彰を毎年、町民　1　8子

1体育祭において行っております・組7中

i体育功労者については永年聴2塁
1体育の振興・指導などに功績の　l

lあった人。優秀選手については　l

l大規模大会にて優秀な成積を収　l

lめた人となっております。　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　該当する人がおりましたら、　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　l
l各字体育指導委員さんへ8月20　i

l日までに推せんしてください。　！
　　　　　　　　　　　　　　輩
　　なお、表彰の決定については、1
　　　　　　　　　　　　　　肇1町体育協会表彰審査委員会にて　蜜
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ

睡考決定いたします．　1
気ドー窩甲’弘甲＿？＿晒v㌣1、，．？平、究．，．．T．，覧．，．7、デ犀ヤ．β7．聖ぐ、．マ、｝∫応団’“｝，一＿｝節藩

（9）
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圖日圏囮
行政・心配ごと・人権相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。なお、今月は弁

護士が来庁の予定です。

日時8月27日（殉
　　　午前9時30分から正午まで
場　所　勤労福祉センター研修室

江南町教育相談

　教育上の諸間題について相談に応

じています。秘密は守りますので安

心してご利用ください。

相談日　原則として毎週水曜日

申込み　江南町教育委員会

　　　智36－1521内線237

目　回　囮
国民年金に加入しましょう

　国民年金は日本国内に住んでいる

20歳から60歳未満の全員が加入しま
す。

加入者は3種類
・第1号被保険者

　自営業者およびその配偶者、学生

・第2号被保険者

　サラリーマン、O　L、公務員

・第3号被保険者

　第2号被保険者の被扶養配偶者
加入の手続き

　20歳になったとき、等1号被保険

者または第3号被保険者に該当する

人は、年金係で手続きします。

保険料

　平成8年度の国民年金保険料は、

月額12，300円です。

　役場住民福祉課年金係から送付さ

れる納付案内書などによつて納めま
す。

　第1号被保険者は自分で納めます

が、第3号被保険者は届出をするこ

とによって、配偶者の属する制度が

負担しますので納める必要はありま
せん。

（特別）児童扶養手当の受給者の

みなさんへ！現況届のお知らせ

　児童扶養手当及び特別児童扶養手
当を受けている（支給停止の人含む）

人は、法令により毎年8月中に家庭

や養育の状況と所得等を確認するた

め、現況届を提出する必要がありま

す。この届を提出しないと8月以降

の手当を受けられません。

　届が必要な人には、役場から通知

いたしますので、つぎの日程で届を

済ませてください。

　なお、8月中に転出入された受給
者も届が必要です。

日時8月12日（月）、13日（幻

　　　午前9時～午後5時まで

場所役場庁舎内相談室
問合せ　役場住民福祉課

　　　a36－1521　内線224まで

食中毒に気を付けましょう

　夏場は、高温・多湿のため、食中

毒事故が発生しやすい季節となり、

また、本年は種々の食中毒が多発し

ています。

　特に体調が悪いと、食中毒になり

やすくなります。

　しかし、食中毒を防ぐのは難しい

ことではありませんので、次のこと

を守って健康に過ごしましょう。

・調理前や用便後には、必ず石けん

　で手を洗いまむよう。

・ふきんやまな板は、清潔なものを

　使い、使用後は、洗剤で洗って、

　熱湯、塩素系の漂白剤などで消毒

　した後、よく乾燥させましょう。

・調理したものは早めに食べましょ
　う。

・煮焼きして食べる食品は、中まで

　火がとおるようにしましょう。

・生ものなどは冷蔵庫に（5℃以下）

　保管しましょう。

　なにかありましたら保健所へ

　熊谷保健所衛生課　智23－2811

事業主の皆さんへ

　平成9年4月1日から「週40時間
労働制」が一部の特例を除いて、全

面的に適用されます。

　あなたの事業場でも、来年4月か

らは1週の所定労働時間を40時間以

内とすることが求められています。

　来年4月からの週40時間労働制に

向けて、準備を進めていただきます

ようお願いいたします。

（注）特例は、商業、映画・演劇

　業、保健衛生業、接客娯楽業

　の4業種で労働者が1～9人
　　までの事業場です。

問合せ　熊谷労働基準監督署

　　　費33－3611
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う
を
勘

　
　
俳
匂
会
⑳

年
輪
を
重
ね
て
高
き
椋
欄
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

椋
欄
の
花
質
素
が
旨
の
叔
母
逝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

タ
空
に
影
も
重
た
く
椋
欄
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

人
生
に
気
づ
か
ぬ
こ
と
も
椋
欄
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

太
陽
が
ゆ
っ
く
り
沈
む
今
日
は
夏
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
エ

鍬
持
ち
て
夏
至
の
タ
ベ
の
立
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

草
木
も
一
息
つ
け
り
夏
至
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

賞
で
ら
れ
る
こ
と
な
く
こ
ぼ
る
椋
欄
の

花
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

廃
屋
に
悠
然
と
立
つ
椋
欄
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

野
良
仕
事
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
夏
至
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

椋
欄
の
花
咲
い
て
そ
こ
だ
け
異
国
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

鳥
繭
ち
て
は
ら
は
ら
こ
ぼ
る
綜
欄
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

夏
至
の
タ
ミ
レ
ー
の
絵
に
似
し
農
夫
お

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

椋
欄
の
花
あ
ち
こ
ち
に
見
る
和
紙
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

．
‘

い
げ

　　bグ

σo

夏
至
の
日
の
雨
に
自
心
づ
く
も
の
あ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

己
が
影
探
す
台
湾
夏
至
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

夏
至
の
日
は
北
の
窓
よ
り
明
け
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

大
い
な
る
舌
を
垂
ら
し
き
椋
欄
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

椋
欄
の
花
開
い
て
金
の
髪
飾
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

椋
欄
の
花
雨
に
打
た
れ
て
飛
び
散
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

夏
至
の
朝
窓
に
あ
ざ
や
か
飛
行
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

幾
度
も
訪
ね
て
詠
め
り
掠
欄
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

夏
至
の
日
に
友
と
旅
し
た
上
高
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
本
　
好
治

田
畑
に
に
わ
か
働
き
夏
至
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
日
出
美

夏
至
の
日
も
習
字
と
作
句
と
造
花
ず
く

り
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
　
直
子

風
の
た
び
葉
擦
れ
か
す
か
に
椋
欄
の
花
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農林学級（8月）

開催B 内　　　　　　容 時　間

10日（土） 木工ペンギンの型抜き 10二〇〇

、
親

10日（土） 木工ペンギンの型抜き 13：30

舗

14日困 冷や汁と手打ちうどん 10：00

17日（土） 木工万能台作り　回 10：00
18日（日） 木工おもちゃ箱作り 親 10：00

21日㈱ 冷や汁と手打ちうどん 10二〇〇

一　■

晃ノ

24日（土） 木工ハガキ差し作り慧 10：00
25日（日） 木工工作室開放日　 ご 10：00

28日（水） かぼちゃ料理∂ 10：00

費用無料
対象貌一小学生親子、e一一般
受付・　農林公園管理事務所

問合せ　費83－2301

花き園芸講座（8月）

開催日 内　　　　容 費　用

8日休） 野生ランの育て方 無　　料

12日（月） 家庭菜園を365日楽 無　　料

しむ

28日（水） 秋の花壇の作り方 1，500円

30日㈹ ポプリを楽しむ 1，500円

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から
　　　行います。
問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内　植物振

　　　興センター分室費83－2841

團團團日
新葬斎施設の愛称募集

　現在、建設中の新葬斎施設の愛称

を募集します。

資格県内に在住、在勤、在学す
　　　る人。

方法官製はがきに名称（1点）、
　　　名称の理由、住所、氏名、

　　　年齢、職業、電話番号を記

　　　入。（1人何点でも応募して

　　　結構です）

期　間　平成8年8月10日（土）から9

　　　月20日（金）まで（消印有効）

応募先　熊谷市宮町2－47－1

　　　熊谷市環境部環境保全課

　　　費24－1111　内線303。

　パソコン（表計算）コース

　パソコン検定3級資格取得を目指

し、パソコンの基礎知識から表計算、

グラフ、データベース機能を習得す

ることができます。

日時9月20日働～11月1日働の
　　　うち22日間
　　　9時30分～15時30分

場所江南町総合文化会館
申込み　9月6日㈹までに、官製は

　　　がき持参のうえ江南町役場
　　　経済課にある申込書に記入
　　　し提出してください。

対象受講後、就業を希望する初
　　　心者で全日程出席可能な女

　　　性
人　員　20人（申込者多数時は抽選）

費　用　無料（教材費9，000円、検

　　　定料4，600円は自己負担）

問合せ　役場経済課（費36－1521）

　　　または、プリモラ熊谷（智

　　　23－2816）まで。

テニス教室参加者募集

対象県内在住または在勤の40歳
　　　以下の勤労者
日　程　10月19日（土）～20日（日）

　　　1泊2日
場所いこいの村美の山（皆野町）

費用16，480円（1泊3食、スク
　　　ール代など）

定員30名（男女各15名）申込順
申込み　9月6日働午前9時から電
　　　話受付　（助埼玉県勤労者福

　　　祉事業団　智048－832－8841

大里広域市町村圏組合の

『組合章』を募集します

　大里広域市町村圏組合では、この
たび組合章を作製することになりま●
した。そこで、組合章のデザインを

皆さんから募集いたします。

　大里広域市町村圏組合は、活力あ

る地域社会を形成することを目的に、

九市町村で構成されています。皆さ

んのご家庭から出る不燃物ごみの処

理事業をはじめ、視聴覚センターで

は16ミリフィルム、映写機、ビデオ

教材などの貸出業務を行っています。

　応募についての詳しい規定や応募

票などは、大里広域市町村圏組合及

び江南町企画課に用意してあります。

　たくさんのご応募をお待ちしてお
ります。
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12，620
町民のうごき

12，590一

12，560一

人／戸

3，760一

3，730一

3，700
4月　5月　6月　7月

7月1日現在

如
男
女
騰

12，609人　　±0

6，188人　＋3
6，421人　　一3

3，762世帯　＋11

平成8年救急車出動状況
救急出動状況 6　月 累　計

交　　　　　　　通 5件 28件

一　般　　負　傷 2件 12件

急　　　　　　病 10件 79件

そ　　　の　　　他 4件 17件

合　　　　　　計 21件 136件
（ll）



　　　　　　せい
阿部　　聖ちゃん禽
　平成7年9月30日生

両親｛慧美熱千代

　誰を見てもニコニコニコ

ニコ。男の子なのにとって

も愛嬌のある聖です。

　い一っぱい遊んで元気で

明るい男の子になってね。

　　　　ね　　　ね
滝田寧々ちゃん＠
　平成7年8月20日生

両親｛蛋理犠樋春

　毎日いたずらばかりして

パパとママを困らせていま
す。

　早く大きくなってママの

お手伝いをしたいな。

　　　　り　　　か
野口里伽ちゃん＠
　平成7年8月31日生

両親｛籍鰍小1エ，、、

　こんにちわ！私が里伽で

す。毎日、お姉ちゃんたち

のまねをするのが好きです。

　いっまでも優しい女の子

でいてね！

　　　　　　りょう
鈴木　　諒ちやん㊥
　平成7年10月28日生

両親｛誓ゆ蝋征，正新田

　とてもわんぱくでいたず

ら好きな諒です。最近はひ

き出しの物をひっぱり出し

て遊ぶのが好きでママは片

づけに大忙しです。
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作
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方

①
水
に
塩
を
加
え
塩
水
を
作
り
ま
す
。

②
小
麦
粉
に
①
と
と
き
卵
を
加
え
、
力

　
を
入
れ
て
こ
ね
ま
す
。
耳
た
ぶ
よ
り

　
少
し
硬
め
に
な
っ
た
ら
、
濡
れ
布
巾

　
に
包
み
一
時
間
程
ね
か
せ
ま
す
。

③
の
し
板
に
打
ち
粉
を
ふ
り
②
を
乗
せ

　
ま
す
。
め
ん
棒
で
直
経
三
十
セ
ン
チ

　
程
に
広
げ
ま
す
。

④
③
を
手
前
か
ら
め
ん
棒
に
巻
き
つ
け

　
向
こ
う
に
押
し
や
る
様
に
転
が
し
て

　
の
し
ま
す
。
こ
れ
を
数
回
く
り
返
し

　
直
経
七
十
セ
ン
チ
程
に
の
し
ま
す
。

⑤
④
に
打
ち
粉
を
ふ
り
、
幅
七
～
八
セ

　
ン
チ
の
屏
風
だ
た
み
に
し
、
小
口
か

　
ら
三
～
四
ミ
リ
幅
に
切
り
ま
す
。

⑥
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
湯
を
沸
か
し
⑤
を

　
泳
が
す
様
に
入
れ
、
二
回
程
さ
し
水

　
を
し
な
が
ら
茄
で
ま
す
。

⑦
食
べ
て
み
て
芯
が
な
か
っ
た
ら
冷
た

　
い
水
に
さ
ら
し
て
ざ
る
に
上
げ
ま
す
。

　
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
の
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
さ
わ
や
か
な
高
原
の
シ
ラ
カ

バ
林
、
新
鮮
な
緑
の
上
に
広
が
る
空
の

青
さ
、
童
話
の
本
の
挿
し
絵
の
よ
う
な

雲
が
静
か
に
流
れ
て
…
そ
し
て
さ
わ
や

か
な
風
。
こ
ん
な
世
界
が
あ
っ
た
の
か

と
感
動
し
ま
す
。
最
高
の
ス
ト
レ
ス
解

消
で
す
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て

最
近
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
民
休
暇
村
で
も
ハ
ン
モ
ッ
ク
を

用
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
で
も
、
夏
休
み
に
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
エ

リ
ア
内
の
林
に
つ
っ
て
無
料
で
利
用
さ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
運
転

の
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ
と

好
評
の
よ
う
で
す
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
と
き
に
自

分
で
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
持
参
す
る
場
合
は

国
立
公
園
な
ど
の
森
を
い
た
め
た
り
し

な
い
よ
う
に
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
内

で
の
利
用
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
八
月
十
日
は
「
健
康
ハ
ー
ト
の
日
」

で
す
。
8
1
0
で
ハ
ー
ト
と
い
う
わ
け

で
す
。
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
高
血
圧
症

な
ど
の
予
防
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
．
健

康
ハ
ー
ト
”
に
関
心
を
も
つ
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
を
し

て
健
康
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。




